
　
韓
国
の
釜
山
ま
で
わ
ず
か
２
０
０
キ
ロ
余

り
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
と
の
距
離
が
近
い
北
九

州
地
域
は
古
代
か
ら
日
本
の
玄
関
口
と
し
て
繁

栄
し
、
異
文
化
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
き
た
。

那
大
津
（
現
在
の
博
多
）
は
遣
隋
使
や
遣
唐
使

が
中
国
へ
と
旅
立
つ
港
で
あ
り
、
太
宰
府
は
中

国
・
朝
鮮
半
島
と
の
外
交
・
通
商
の
拠
点
と
し

て
築
か
れ
た
行
政
機
関
が
地
名
の
由
来
と
な
っ

て
い
る
。
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
中
国
か
ら

輸
入
さ
れ
る
鉄
鉱
石
と
筑
豊
炭
田
で
産
出
す
る

豊
富
な
石
炭
を
背
景
に
、
官
営
八
幡
製
鐵
所
が

操
業
を
開
始
。
日
本
重
化
学
工
業
の
一
大
拠
点

「
北
九
州
工
業
地
帯
」
と
し
て
、
日
本
の
近
代

化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
戦
後
も
鉄
鋼
や
化
学
、
窯
業
、
電
機
・
機
械
、

自
動
車
な
ど
で
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
け
ん

引
し
た
北
九
州
工
業
地
帯
だ
が
、
繁
栄
に
は
大

き
な
代
償
が
伴
っ
て
い
た
。
公
害
だ
。
工
場
の

煙
突
か
ら
煙
が
た
な
び
く
〝
七
色
の
空
〞
は
産

業
発
展
の
象
徴
だ
っ
た
が
、
同
時
に
国
内
最
悪

レ
ベ
ル
の
大
気
汚
染
の
原
因
と
も
な
っ
た
。
工

場
が
立
ち
並
ぶ
洞
海
湾
も
工
場
排
水
の
影
響
で

汚
染
が
進
み
、
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
が
溶
け
、
大

腸
菌
す
ら
生
存
で
き
な
い〝
死
の
海
〞と
な
っ
た
。

　
こ
の
状
況
に
危
機
感
を
持
っ
た
北
九
州
市
で

は
、
市
民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
公

害
対
策
を
開
始
。
汚
染
物
質
の
排
出
を
減
ら
す

だ
け
で
な
く
、
省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
通

し
た
環
境
負
荷
の
軽
減
に
も
取
り
組
ん
だ
。
こ

う
し
た
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
青
い
海
と
空
を
取

り
戻
し
た
北
九
州
市
は
、
今
も
引
き
続
き
環
境

保
護
を
強
く
推
進
し
て
い
る
。

ギ
ー
消
費
の
拡
大
と
切
り
離
せ
な
い
。し
か
し
、

よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ
と

は
、
発
電
の
た
め
の
設
備
投
資
や
環
境
負
荷
の

増
大
を
伴
い
、
さ
ら
に
は
利
用
者
が
支
払
う
料

金
に
も
跳
ね
返
る
こ
と
に
な
る
。
民
間
の
省
エ

ネ
振
興
は
、
同
じ
投
資
で
多
く
の
人
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
有
効

な
手
段
な
の
だ
。

　
昨
年
ま
で
の
５
年
間
で
、
39
カ
国
か
ら
延
べ

88
人
が
民
生
部
門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
研
修

に
参
加
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
の
異
な

る
各
国
か
ら
の
参
加
者
だ
が
、
共
通
し
て
好
評

な
の
は
市
内
の
省
エ
ネ
事
例
見
学
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
九
州
が
置
か
れ
、
研
修
員
の
受
け
入
れ
拠
点

で
も
あ
る
九
州
国
際
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
題
材

に
、
研
修
員
が
省
エ
ネ
診
断
を
体
験
す
る
演
習

も
人
気
が
あ
る
。
そ
の
他
、
一
般
市
民
の
省
エ

ネ
意
識
を
高
め
る
北
九
州
市
の
取
り
組
み
や
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
小
額
投
資
で
実
現
し

た
省
エ
ネ
事
例
な
ど
、
官
民
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
学
ぶ
機
会
も
提
供
し
て
い
る
。

　
研
修
の
仕
上
げ
と
し
て
、
参
加
者
は
北
九
州

で
得
た
知
識
を
生
か
し
て
、
自
国
の
省
エ
ネ
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
幅
も
各
国
の
事
情
に
合
わ
せ
て
幅
広

く
、
省
エ
ネ
法
や
省
エ
ネ
基
準
の
策
定
・
改
定

と
い
っ
た
国
家
の
省
エ
ネ
政
策
の
背
骨
と
な
る

も
の
か
ら
、
省
エ
ネ
意
識
、
省
エ
ネ
製
品
の
普

及
活
動
、
企
業
の
省
エ
ネ
戦
略
を
支
援
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
会
社
（
E
S
C
O
）
の
導

入
ま
で
、
各
国
の
事
情
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま

な
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
川
口
さ
ん
は
「
中
に
は
、『
私
た
ち
の
国
は

節
約
す
る
ほ
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
い
な

い
』
と
言
う
研
修
員
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
利
用
に
は
強
い
関
心
を
示

し
て
く
れ
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
な
利

用
は
、
産
業
の
発
展
を
後
押
し
し
、
各
国
に
経

済
成
長
を
も
た
ら
す
は
ず
で
す
」
と
語
る
。

　
同
研
修
や
、
そ
の
ほ
か
の
省
エ
ネ
研
修
を
受

け
て
帰
国
し
た
研
修
員
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

国
で
省
エ
ネ
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
報
告

し
て
く
れ
て
い
る
と
、
川
口
さ
ん
は
話
す
。
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
の
自
動
車
組
み
立
て
工
場
で
は
、

役
員
の
オ
レ
ガ
さ
ん
と
省
エ
ネ
担
当
部
長
の
ヴ

ァ
デ
ィ
ム
さ
ん
が
同
国
向
け
の
「
産
業
部
門
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
」
研
修
に
参
加
。
蛍
光
灯

か
ら
L
E
D
へ
の
転
換
や
、
明
か
り
取
り
窓
、

断
熱
工
事
と
い
っ
た
取
り
組
み
で
10
％
の
消
費

電
力
削
減
な
ど
を
実
現
し
た
と
い
う
。

　
先
進
国
は
近
代
化
に
際
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

〝
無
駄
〞
を
経
験
し
、そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
で
、

よ
り
効
率
的
で
環
境
に
優
し
い
技
術
を
生
み
出

し
て
き
た
。
そ
の
知
恵
を
活
用
す
れ
ば
、
多
く

の
人
に
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
届
け
る
こ
と

も
可
能
と
な
る
に
違
い
な
い
。

日
本
の
玄
関
口
か
ら
産
業
の
柱
へ

発
展
を
支
え
た
鎮
西
の
都

人口約95万人を数え、３大都市圏
以外で初の政令指定都市。戦前
から４大工業地帯の一つとして近
代日本の産業を支えた。かつて日
本最大の鉄鋼生産拠点だった官
営八幡製鐵所は今なお稼働中で、
ユネスコの世界文化遺産にも指定
されている。

福岡県北九州市

福岡県の洞海湾に面する若松区の響灘地域は、環境調和型のまちづくり事業“北九州エコタウン”の
拠点。数多くのリサイクル企業が集積し、風力発電設備などの再生可能エネルギーを活用している

国産資源の少ない日本にとって、
消費そのものを減らすことは資源確保の重要な手段だった。

「持続可能な開発」が注目される今日、
日本の省エネ技術は世界のあらゆる場所で役立つ可能性を秘めている。
その技術を各国に伝える取り組みが行われているのが、福岡県北九州市だ。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な
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そ
の
活
動
は
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、
同
市
は

２
０
１
１
年
、
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
）
が
世
界
各
都
市
の
環
境
政
策
を
比
較
・
分

析
す
る
〝
グ
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞

の
モ
デ
ル
都
市
に
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
選
ば
れ

た
。
13
年
に
発
表
さ
れ
た
O
E
C
D
の
報
告
書

で
は
、
北
九
州
市
が
持
つ
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
可
能
性
が
高
く
評
価
さ
れ
る
と
と
も

に
、
環
境
に
配
慮
し
た
経
済
成
長
に
向
け
て
さ

ら
な
る
市
民
の
関
与
が
重
要
だ
と
の
見
解
が
示

さ
れ
た
。

　「
モ
デ
ル
都
市
」と
い
う
言
葉
が
示
す
と
お
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
経
済
成
長
の
実
現
は
一
都

市
・
一
国
に
限
ら
な
い
、
世
界
共
通
の
課
題
だ
。

北
九
州
市
が
積
み
重
ね
た
民
間
の
環
境
保
護
ノ

ウ
ハ
ウ
を
共
有
す
べ
く
、
J
I
C
A
は
市
内
で

多
彩
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
国
に
よ
っ
て
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

経
済
成
長
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
伴
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
、特
に
電
力
需
要
の
増
加
は
、

各
国
共
通
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
、「
民
生
部
門
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技

術
研
修
」
を
担
当
す
る
公
益
財
団
法
人
北
九
州

国
際
技
術
協
力
協
会
の
川
口
健
二
コ
ー
ス
リ
ー

ダ
ー
だ
。
研
修
で
は
行
政
機
関
や
民
間
企
業
が

取
り
組
む
省
エ
ネ
に
つ
い
て
、
座
学
は
も
ち
ろ

ん
実
際
の
導
入
事
例
の
見
学
や
実
習
を
通
し
て

学
び
、
自
分
た
ち
の
国
に
生
か
す
た
め
の
施
策

や
活
動
を
提
案
で
き
る
能
力
を
身
に
付
け
て
も

ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
ど
の
国
で
も
、
生
活
水
準
の
向
上
は
エ
ネ
ル

株式会社福岡エネルギーサービスで、地域熱供給
事業の模型を見ながら説明を受ける研修員たち

株式会社安川電機では、ロボットがロボットを製作
する工程を見学した。ロボットの活用は労働人口
減少の処方箋となるだけでなく、作業の効率化に
よる省エネも期待できる

近代日本の遺産を 世界の省エネに生かす

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
拡
大

民
間
技
術
で
消
費
を
抑
え
る

な
の 

お
お 

つ

か
　
い

新日鉄住金エンジニアリング株式
会社のゼロ・エミッションビル化へ
の取り組みを視察した研修員た
ち。ビル全体で二酸化炭素排出
量を３割以上、使用エネルギーも４
割削減した事例だ

学んだ知識をもとに、試験問題に
挑む研修員たち。省エネ研修で
は、実践的な知識を伝えることにこ
だわっている

北  九 州  市
［  福岡県  ］

北九州市
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